
㈱丸井グループの価値創造に関する取り組み

価値観 ビジネスモデル 持続可能性・成長性 戦略

企業理念と 市場勢力図における ESGに対する認識 バリューチェーン影響力、

経営のビジョン 位置づけ ・本業を通じた社会への 事業ポジション改善

↓ ・小売事業とフィンテック事業 　お役立ちに合致するESG 　・百貨店ビジネスから

共創理念体系 　の独自のビジネスモデル ・サステナビリティ戦略 　不動産ビジネスへ転換

～私たちのめざす姿～ ・バリューチェーン上の下流 　＝インクルージョン（SDGｓ） 　・エポスカードにおける

【MISSION】 ・BtoC拠点でのカード会員 　　家計シェア最大化

すべての人が「しあわせ」を 　獲得→メインカード化→ ステークホルダー関係性 　・店舗外カード発行

感じられるインクルーシブで 　利用率拡大→LTV拡大 ・お客様、株主・投資家、 経営資源・無形資産等

豊かな社会を共に創る ・不動産ビジネスによる 　地域・社会、お取引先、 〇人的資本への投資

【VISION】 　テナント賃料による安定収益 　社員、将来世代 〇技術資本への投資

ビジネスを通じてあらゆる ・サブスクリクション×エポス 　→特に将来世代は、 　・毎年10億円以上投資

二項対立を乗り越える 　（家賃、投資など） 　持続可能な地球をつなぐ 　・新事業への投資

世界を創る 　重要なステークホルダー 〇顧客基盤構築

～私たちの価値観～ 競争優位を確保する 　・店舗×エポスカード

【PHILOSOPHY】 ために不可欠な要素 事業環境変化・リスク 　・カード会員拡大

お客様のお役に立つために 〇経営資源・無形資産 ・EC化 　・プレミアム会員層拡大

進化し続ける ・全国の店舗、拠点 ・モノ消費からコト消費 〇企業内外組織

人の成長=企業の成長 ・カード顧客資産、メインカード化 ・シェアリングエコノミー 　・D2Cのエコシステム新会社

【VALUES】 ・与信システム ・少子高齢化 　・スタートアップ投資・協業

信用はお客さまと共につくるもの ・内製化での事業展開 ・インバウンド拡大 　・住友林業、みんな電力

景気は自らつくるもの ・キャッシュレス化

〇ステークホルダーとの関係 ・貯蓄から投資へ ESGの戦略への組込

社会との接点 ・「共創」「インクルージョン」 ・低金利時代の終息 ビジョン2050に基づくアクション

ステークホルダー ・職種変更をしている社員

（６ステークホルダー） ・自ら手を挙げる風土 カントリーリスク 経営資源・資本配分

お客さま、株主・投資家、 ・自然災害 ・フロービジネスからストック

地域・社会、お取引先さま 〇収益構造、牽引 　ビジネスへ（LTV経営）

社員、将来世代 ・LTV（生涯利益） クロスボーダーリスク ・ビジョン2050進捗確認に

・長期のお付き合い ・中国（自社・テナント調達） 　無形資産のアウトプット測定



2020．2.29　関崎

成果とＫＰＩ ガバナンス

財務パフォーマンス 取締役会の持続性

2019．3月期 ・健全性、高い透明度

　ROE　9.1、ROI　C3.7、 ・収益力・効率的経営

　EPS　116円

・EPS以上の株価伸長率 経営陣のスキル・多様性

・執行役員制（女性4名）

独自KPI ・多様性をMBTIで開示

・ROE、ROIC、EPS

・りカーリング・レベニュー 社外役員のスキル・多様性

・サステナビリティKPI ・独立社外３名（女性1名）

　環境効率、共創数 ・人・組織、DX、異業種社長

　サーキュラー・レベニュー

戦略的意思決定の

企業価値創造と 監督・評価　　

独自KPIの接続 ・取締役会は決議・報告に

・グループ統合的運営 　加え、テーマ議論も実施

・グループ事業の革新による

　新たな事業創出 利益配分の方針

・最適資本構成構築 ・長期・継続的増配

・総還元性向70％程度

資本コストへの認識

・POE＞株主資本コスト 役員報酬制度の設計

・ROIC＞WACC(安定的に） ・財務目標（EPS,ROE、ROIC)

・自己資本比率30％程度 ・非財務目標（DJSI)

・総資産１兆円以下に抑制

取締役会の実効性評価

企業価値創造への達成度 ・中長期的事業戦略議論

・5カ年中期経営計画 ・次世代経営者育成

・ビジョン2050 ・役員報酬の中長期指標


